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；白

駅

か
つ
て
は
、
陸
中
の
東
の
は
て
、
越
後

と
擁
す
る
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
れ
。
北

陸
線
は
品
川
部
ま
で
の
び
て
き
て
い
た
汽
中

が
、
治
ま
で
延
長
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、

明
治
四
十
三
年
四
月
十
六
日
で

あ
る
。
か
ど
や
馬
術
に
よ
る
交
通
か
ら
阿

茶
封
〈
お
か
じ
よ
う
き
）

l
汽
車
の
こ
と

ー
が
定
る
時
代
へ
と
文
明
開
化
の
足
荷

は
、
越
路
の
は
て
ま
で
も
聞
と
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
a

米
州
出
起
点
一。
八
日
、
五

v
nの
伯
駅
は

現
々
大
正
一万
年
十
川
十
一
七
日
、
υ
門
出
ま
で

の
延
長
開
業
ま
で
、
終
点
駅
で
も
あ
っ
た

附
内
総
面
楠
二
万
九
千
丙
五
十

一
一平方

米
で
、
駅
合
は
そ
の
当
時
か
・り
の
も
の
で

多
少
の
修
理
は
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、

臓
同
機
成
は
、
駅
長
十A
川
越
正
氏
（
二
十

一
代
目
）
以
下
、
助
役
三
名
を
ふ
く
む
こ

十
七
名
で
あ
る
。
大
正
E
年
の
頃
、
十
十

名
で
あ
っ
た
の
が
、
じ
い
業
の
繁
栄
と
共
に

今
日
の
大
世
部
と
な

「
た
。

乗
降
客
に
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
あ
の
跨

線
橋
は
、
す
で
に
開
業
当
時
設
け
ら
れ
で

あ
っ
た
の
が
、
戦
争
し
烈
を
き
わ
め
た
昭

和
十
九
年
、
資
源
開
収
の
た
め
に
撤
去
さ

れ
、
戦
後
昭
和
二
十
九
年
に
今
日
の
跨
融

怖
が
但
阿
即
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
も
戦

時
中
の

一つ
の
語
り
車
か
：
・
：
：
：
。

さ
て
、
列
車
の
発
踏
の
時
、
山
川
な
つ
か

し
い
あ
の
タ
プ
レ
ッ
タ
を
駅
長
さ
ん
や
、

助
役
さ
ん
が
、
列
車
か
ら
受
け
、
ま
た
発

車
に
際
し
て
手
控
し
て
お
ら
れ
た
通
票
閉

そ
く
式
が
、
昭
和
三
十
六
年
十
月
一
日
よ

ー・・ ... .－.－ ，・．・．

町内小中学校

運動会

一（6）ー

り
削
縦
閉
そ
く
式
と
一去
っ
て
、
す
べ
て
白

動
佑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
鉄
道
近
代
佑
の

一
つ
だ。

北
陸
線
電
化
の
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
、
き
た
る
十
月

一
ヨ
よ
り
の
糸
魚

川
ま
で
の
電
化
に
備
え
て
、
す
で
に
電
気

機
関
車
が
話
験
運
転
中
で
あ
る
。
黒
い
煙

り
を
は
い
て
だ
る
蒸
気
機
関
車
と
も
、
ま

も
な
く
お
別
れ
す
る
と
と
に
な
る
。

構
内
に
は
、
富
山
保
線
区
泊
分
区
、
笛

山
通
信
区
信
号
検
査
班
、
富
山
協
力
区
泊

文
民
の
事
務
所
が
建
っ
て
い
る
。
金
沢
鉄

道
監
理
局
管
卜
、
泊
駅
は
開
業
以
来
、
も

う
汽
十
五
年
の
麿
史
を
歩
ん
で
い
る
。

九
月
二
十
六
日

十
八
日

泊
中
学
校

宮
崎
小
学
校

泊
小
学
校

山
崎
小
学
校

五
箇
庄
・
大
家
庄

・併一

川
・
南
保
小
学
校

境
小
学
校

・
小
川
中
学

校

月

日日日

五

臼

戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

今
次
第
四
十
八
四
国
会
に
お
い
て
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
、
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
六
月
十
五
回
を
簸
初
の
支
払
期
日
と
定
め
ら
れ
た
受
給
権
者

は
、
昭
和
同
十
年
四
月
一
日
現
在
、
そ
の
遺
族
中
本
人
、
ま
た
は
他
の
遺
族
の

誰
も
が
同
一
の
戦
没
者
等
に
関
し
、
公
務
扶
助
軒
、
遺
族
年
金
、
そ
の
他
乙
れ

ら
に
相
当
す
る
給
付
の
受
給
を
得
て
い
な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
昭
和
十

六
年
十
二
月
八
日
以
後
の
戦
没
者
等
の
遺
族
に
、
次
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

て

遺
族
媛
護
法
に
よ
り
市
慰
金
が
支
給
さ
れ
た
者
。

二
、
弔
慰
金
を
受
け
た
遺
族
が
死
亡
し
、
あ
と
に
戦
没
者
の
子
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
子
に
限
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
、
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
た
当
時
、
そ
の
要
以
外
に
は
、
子
、
父
母
、
兄

弟
姉
妹
の
誰
も
い
な
か
っ
た
場
合
、
及
び
戦
没
者
と
同
じ
氏
の
ま
ま
で

法
律
婚
を
し
た
場
合
（
た
と
え
ば
家
っ
き
娘
の
入
夫
婦
姻
）
支
給
さ
れ

ま
す
。

右
に
該
当
す
る
遺
族
は
、
役
場
に
請
求
に
き
て
く
．た
さ
い
。

な
お
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
、
役
場
民
生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
ド
さ
い
。

〈
民
生
現
〉の

Jι
n
x
u
r
h
u
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折
谷
芳
樹
氏
が
八
月
二
十
二
日
急
逝

さ
れ
ま
し
た。

氏
は
旧
宮
崎
付
時
代
か
ら
、
判
U
町

行
政
に
か
け
て
の
助
制
は
ま
こ
と
に
数

多
く
、
今
後
も
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
、
氏
の
逝
い
わ
品
は
非
常
に

ひ
一一信
一

一一一

一
りん
比一

一一一一仁

一一

今
川
は
、
昨
年
九
地
長

打

一一
一＝員
－一一
L
、
多
く
引
先

ι円
と
後
述
壮

一
明

一一一

を
践
し
て
よ
っ
た
、
恐
ろ
し
い

－
M
’h
一一

日
本
脳
炎
に
つ
い
て
品
別
し
ま

一
peG
す
。
今
年
も
今
ま
で
に
、
県
ト

一一一
病

一一七

四

名

（

死

亡

さ

の

発

作

一一主
品
本
一一－

が
あ
り
ま
す
が
、
九
月
中
は
流

一一一
一
宏
一一一

行
発
作
の
位
険
期
間
で
す
。

一一＝

i
t－－一

円山
本
脳
炎
は
現
紅
法
定
伝
染

一－t
－＝

一一一士一

三
こ
で

病
の
中
で
臨
も
政
命
μか
が
向
く

ま
た

一
日
一般
桜
さ
れ
た
脳
細
胞
代
将

4．で

き
ず
、
た
と
え
治
っ
て
も
噴
い
後
遺
肢
が

残
り
ま
す
。

ωい
拒
状
発
病
h
の
症
状
は
、
今
ま
で

元
気
だ

っ
た
人
が
、

急
に
広
試
が
な
く
な

り
頭
痛
あ
る
い
は
胞
州
、
附
川
、
下
痢
、

悪
心
情
J

を
f
A
え
て
就
休
、
州
知
は
U
M
く一
六
十

九
度
以
上
、
顔
刷
は
れ
糊
し
て
お
り
、
志

満
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
掛
川
刷
の
発
病

に
似
て
い
ま
す
c
発
病
－

－け
は
刊
が
州
卜

度
に
一
必
し
、
忽
に
り
い
れ
ん
か
ね
こ
り
、

忠
市川
が

γ
し
子
つ
う
す
れ
て
い
身
、ま
す
G

i

l

l

’：；
i
i
f
：
：
：
－
j
 

立

・下
町
ー
し
け
〆
ぷ
円
附
官
。～山川
J

旬
以－
A
M
永

こ
り
烹
す
，、

第
四
、

五
、六
ヨ
に
ぽ、

日

本

脳

炎
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不
安
、
立

川山
一・1

惜
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

氏
の
生
前
の
幼
績
を
た
た
え
る
と
と

も
に
、
ご
冥
舗
を
祈
り
ま
す
。

略
歴
（
主
な
る
も
の
）

町
山
崎
村
収
入
役
、
白
崎
村
農
業
会
即
事

宮
崎
村
議
会
議
町
、
宮
崎
村
長

宮
崎
村
良
業
共
済
組
合
長
、
宮
崎
村
緑

林
組
合
長
、
朝
日
町
収
入
役
、
笹
川
農

業
協
同
組
合
長
、
笹
川
民
業
共
済
組
合

長
、
朝
日
町
文
化
財
調
査
曇
員
度
、
朝

日
町
社
会
教
育
委
自

（
教
育
委
針
んど

飢
（
禽
、
紅
燥
、

錯
乱
等
の
・
紅
状
を
示
し、

死
亡
も
こ
の
時
が
多
い
町、

第
六
日
を
過
ぎ
れ
ば
二
つ
の
型
に
分
か
れ

一
つ
は
問
復
期
と
称
し
、
熱
は
下
が
り
、

他
の
症
状
も
四
J
五
週
で
品
川
ん
ど
川
砲
し

発
病
後
一
カ
月
内
外
で
完
全
に
治
地
し
烹

す
。
も
う

一
つ
の
胤
は
、
黙
が
一
川
ト
いか

り
十
日
後
昨
び
上
押
し
、
肺
炎
を
併
発
し

て
死
亡
す
る
人
が
多
い
。
ま
た
と
れ
を
切

り
ぬ
け
て
も
、
例
復
は
極
め
て
遮
く
、
以
叶

は
下
が
ら
ず
後
遺
症
と
し
て
残
る
。

伺
、
後
遺
症
後
遺
症
の
主
な
症
技
は

手
足
、
顔
町
市
ザ
が
端
ヒ
し
、
一
言
語
障
害
、
意

識
梢
抑
憾
雷
、
知
能
間
宮
、
そ
の
他
袋
勢

町
一
町
、
運
動
陣
皆
、
性
情
異
常
、
健
忘
症

な
ど
お
こ
り
ま
す
。

伺
、
略
的
抗

日
本
脳
炎
の
発
生
は
夏
の

中
頃
か
・
り
晩
笈
（
初
秋
）
六
週
間
ほ
ど
最

も
多
く
、
ま
た
流
行
は
、
日
本
の
場
合
、南

部
か
山
内
始
ま
っ
て
兆
逃
し
て
お
り
ま
す
。

息
不引
は
散
発
的
に
発
生
し
、
幼
児
と
高

令
者
に
多
く
、
川
家
桜
感
染
は
ふ
よ
く
な
い
。

媒
介
は
、
我
が
国
で
は
、

主
と
し
て

「
コ

ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
」
が
主
役
で
、
こ
の
外

「
ア
カ
イ
エ
カ
」
も
蝶
介
し
て
い
る
が
、

民
者
か
ら
人
へ
は
伝
染
し
な
い
じ

“
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に

－」
カ
♂
ア

カ
f
工
力
が
蝶
介
す
る
が
、
内
イ
ル
ス
そ

の
も
の
は
政

n
U
（
五
机
サ
午
）

に
よ
っ

て
、
何
作
刷
川
十
刀
か
ら
も
た
・り
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
て
お

η
、
ま
た
蚊
は
豚
を
川
政
米
し

て
ウ
イ
ル
ス
の
似
船
．
跡
と
し
ま
す
』

コ
カ
グ
γ
カ
イ
エ
カ
は
木
川
、
出
、
れ

的
し
の
が
と
し

U

L
－
－

積

一いいり、
z

一向

表

ら

去

側

る

行

』

d
e」
こ

）
九
月
九
恰
弘
一
ぞ
ご
へ
イ

代
ば
過
悶
め
施

以
小
川
る
ん
L

．‘
J
4
3

円以戸惑
通

の

す

、

と

で

を

、

u
hJれ
は

・1
J
IJ
総
局
ぷ
幽

町
の
が
側
務
事

A
Uく
委

内

遊

園

日
そ
す
南
急
工

0
2
U
ブ
て
符

z
f
除

＼
、
岡
田

朝
た
ま
の
が
護
た
さ
J
r
h

せ
吹

Ma
刷
錨
圃

タ
の

t

m
u匝
v
f
哨
週

、
つ
い
跡
護
保
し
高
ン
も
ま
（
r

占
翠
噸
熱
射
幽

‘・t
登
て
丸
保
で
ま
た

Z

£
し

吋
恥一

m
my
u一七

跡
に

れ
本
旧
負
し

つ
作
訂
以
4

4今
J
h

一一弘一一＼
iih
＼
盆

城
跡
ら
、
復
請
成
使
判
明
肘

J

（
？
と
そ
ghuj
－
一一川

崎
丸
知
め
の
の
完
を
羽
・
：

一司一
恒－

v
L
P
a

宮
本
に
た
そ
制
ど
む
土
引
を

E
F
h圃
岡
国
日

γ

跡
、
下
の
、
山
ほ
然
、

M
符

3
4圃
・
圃
圃
冒
ド
E

史
り
県
雨
め
浜
の
自
に
い
光

幽
圃
岨
・
・

E
E

財
あ
く
張
た

、
こ
の
仁
十
一
矧

創
・
・
・
・
圃

化
に
広
る
た
ら

、
川
の

vuる

凶
圃
圃
固
司
温

文
山
、
た
れ
か
か
術
的

J

れ

、，a・
4

定
械
で
わ
川
口
た
は
．h
Jじ
み
う
J
哨

ι

＼
『

！

－－

桁
地
認
に
，
＼
ゆ
し
い
常

山
を
よ

V
山

P
J
；．
ν

嘩
量
一
、
ι

県
花
脱
皮
ぎ
り
ま
ド
し
わ
も
山

L
W
Lg
鼠
－

f
凶
田
園

Z
E

知
い
敬
ド
ヘ
『

て

川
之
城

で

写
真
i
複
旧
な
っ
た
宮
崎
城
跡
本
丸
跡

宮崎城跡本丸跡保護工事竣工

水
稲
の

坪
刈
調
査
始
ま
る

向訳
業
所
得
標
準
率

（
水
稲
の
反
当
収
盤

とい
院
出
必
要
経
費
）
の
作
成
に
つ
い
て
は

従
来
、
税
務
署
が
主
体
と
な
っ
て
調
査
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
町

と
税
務
署
が
共
同
議
業
と
し
て
、
農
業
団

体
、
何
人
農
家
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

作
成
要
領
と
し
て
、
農
林
省
統
計
調
査

事
務
所
、
農
業
団
体、

農
機
具
販
売
店
、

抽
出
農
家
な
ど
の
資
料
を
基
礎
に
し
て
、

七
月
｜
水
稲
の
作
況
調
査
（
帝
国
巡
り
）

八
月
1
水
稲
の
坪
刈
調
査
（
早
中
稲
）
九

月
l
水
稲
の
坪
刈
調
資
（
早
中
稲
）

農
業

資
紡
な
と
の
価
格
調
脊
、

十
月
l
坪
刈
調

査
（
晩
稲
）

、
肥
料
．
農
築
な
ど
の
販
売

高
調
夜
、
介
牝
附
米
、
労
銀
単
価
調
室
、
十

一
月

l
緋
作
面
積
の
は
揮
、
水
稲
被
害
調

査
な
ど
に
よ
り
、
水
稲
の
ほ
当
収
量
、
必
要

を
烹
な
発
生
棋
と
し
、

ア
カ
イ
エ
カ
は
川

水
だ
ま
り
、
ど
ぶ
、
肥
料
だ
め
、
政
肥
什

水
酬
な
ど
が
主
な
発
生
場
所
で
す
し
病
%

に
か
か
る
の
は
、
主
に
子
供
（
卜
才
前
後

）
と
老
人
（
五
十
才
以
上
』
に
多
い
。

同
予
防
対
策
過
当
な
方
法
は
、
ウ
イ

ル
ス
の
持
っ
た
蚊
に
ざ
さ
れ
て
も、

そ
れ

を
受
付
け
な
い
抵
抵
力
を
つ
け
る
予
防
擁

種
で
す
が
、

特
に
択
の
山
一
に
努

H
し
て
く

だ
さ
い
。

①
蚊
の
撲
滅

般
の
発
生
を
防
ぎ
、

一
斉

駆
除
の
実
施

①
予
防
接
頗
仲
村
に

l
v
h
r本
航
及
び
．
h

十
J
以
上
の
肱
種
徹
氏

①
栄
藍
を
と
り
、
十
分
な
脈
似
早
「
＼
川

討
の
中
、
山
射
刊
丸
を
さ
け
、
ゆ
巾
に
山

イ
ル
ス
を
討
せ
っ
け
な
い
ほ
抗
力
を
つ

け
る
。

（

民

生

諜

）

の
J
』

hxunhu

経
費
を
算
出
し
、
農
業
所
得
標
準
率
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
税
務
課〉

写
真
｜
連
日
の
炎
天
下
の
中
で
坪
刈
を

実
施
す
る
閥
査
員

衛
－業
’

月

一健

一事

一

9
一保

一生

一

9
月

ほ

れ

は

同
J
日
叫
肘

一一
一浦
町
成
人
病
検

3
備
覚
作
イ

3
1
2
2
1
4
A
J
ι
・i7
1
＼
コ
十
辛

｛
、，
f
勺
L

oo

－

’l
H
H

’1
u
n

的
，

K
成
人
病
険
ゑ

M
門
川
町
検
吊

9
片

山

け

旧

時

l
目
的

川
巨
人
病
検
み山
小
宇
校

f
f」
口
0
1
4
dじ
J
a
v

i
－「
d
じ
J

E
L
F
η
L
i－
－

l
比
什

j

‘’l
仏

H

舵

鮒

検

診

川

保

健

所

9
月
初
日
目
．
却
時
！
日
時

犬
家
庄
、
山
崎
、
南
保

市
山
一
期
…
延
期
相
続
民
法
七、
J

ドク

F

「
d
L
4

’H
g〈
l

J

』

司
U
J
i
I
L
，l」

お
イ
以
上

－
R
J
f川
人

p
h
u

t
－

F
l
lt
 



｜昭和 40年 9月10日
月 l~J (Uf.月10日発1j) 

国勢調査

~蕊
10月1日

ひ

十
生
ぶ
戸
も
忘
れ
ず
に
入
れ
て
亙
し
い
国
努

調
室
、
日
本
中
戸
ご
と
人
ご
と
み
ん
な
も
れ
な

く
申
告
を
：
：
：
c

。

こ
の
十
月
一
日
に
は、

A
K
M
聞
い
っ
せ
い
に
第
卜
附

自
の
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
み

国
勢
調
査
は
、
わ
が
国
の
人
U
の
状
削
を
し
の
べ

国
の
政
治
や
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
附
県
政
び
市

町
村
の
行
政
に
隠
接
役
・
げ
つ
資
料
を
つ
く
る
た
め
に

大
正
九
年
以
．米
、
五
年
ご
と
に
、
過
去
九
川
行
な
わ

れ
て
き
た
、
闘
の
股
む
は
一本
的
な
統
外
川
淵
伐
で
あ
η

し
ま
す
日
。
調
貨
の
結
栄
は
、

た
と
え
ば
、
阿
川
、
教
育
、
江

宅
、
社
会
保
障
、
環
境
尚
生
、
必
過
な
ど
の
対
策
や

議
員
定
数
の
決
定
、
財
政
需
裂
額
の
算
定
な
ど
に
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
し
て
問
い
ら
れ
る
、

重
要
な
調
食
で
す
－ν

こ
の
よ
う
な
同
勢
調
合
は
、
人
け
を

γ人
の
も
れ

も
な
い
よ
う
に
、
ま
た
重
複
し
な
い
よ
う
に
調
査
す

る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
調
査
の

重
要
性
を
十
分
理
解
く
だ
ざ
い
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の

と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
む

。
調
査
事
項

（皆
さ
ま
に
直
接
記
入
し
て
い
た
だ

く
欄
）

①
氏。
引
②
川
市
－－上
と
の
続
き
制
①
開
女
の
別
④
出
生

の
年
月

ω配
似
の
川
附
係
①
闘
鮪
①
仕
事
を
し
た
か
ど

う
か
の
別
＠
従
業
上
の
地
位
①
勤
め
先
、
事
業
の
名

紘
＠
勤
め
釘
、
業
主
な
ど
の
事
業
の
種
類
＠
本
人
の

川
市
”
の
頗
飢
⑫
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
＠
住
肢
の
積

さあ（~q~齢品説会見）第121号(3) 

額
＠
間
住
掌
数
⑬
居
住
本
の
出
官
数
の
A
口十川
・・・・・・ちで

す
3記
入
例
を
参
考
に
正
確
に
記
入
し
て
く
ど
さ
い

。
調
査
方
法

会
ぃ
国
約
四
九
万
人
、
朝
日
町
で
は
お
町
内
よ
り
船

せ
ん
さ
れ
た

一
一
三
人
の
調
査
員
が
、
九
月
二
卜

H

頃
よ
り
三
十
日
ま
で
の
閣
に
、
怖
さ
ま
の
お
宅
を
応

附
し
て
、
調
査
架
と
そ
の
記
入
例
を
配
耐
l
J
ま
す
3

十
月

一日
以
後
・
－日
か
一J
．M
以
内
に
、
前
門
U
U
O
U肌

掛
を
訪
問
し
、
留
さ
ま
の
記
入
さ
れ
た
訓
白
川
相
を
取

り
集
め
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
》

（
湖
底
叫
わ

か
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
ね
を
刷
ト
ま
V
）

。
調
査
の
秘
密
厳
守

世
帯
の
私
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
訓
在
い
た
l

ま
す
が
、
調
査
し
た
内
容
は
他
人
に

A
－り
し
た
り
、

徴
税
な
ど
他
の
目
的
に
用
い
る
こ
と
は
法
律
で
問
く

禁
じ
ら
れ
て
お

η
ま
す
の
で
、
統
計
以
外
の
た
め
に

人
口
に
関
す
る
メ
モ

）
・
巌
近
の
ヨ
本
の
総
人
日
は
？

符

九

平

七
日
け
ト
九
川
人
（
昭
川
・
・1
九
午
ト
川

別
仕
鋭
Aμ
町
山
川
－

肌
界
で
は
、
J

土
ス

タ
ン
（
九
千
九
上
刊
行
I
J

に
つ
い
で
お
じ
刊
（
同
連

m
i
－

・．・叫
回
附
の
総
e
八
日
は
つ
－

作

二

U
H
．
了
じ
い
ハ
－
ト
九
人
｛
川
如
何
l
川町し

t
I
山掛
A
H
M
一民
%
以
鋭
人
け）

富
山
県
小
人
い
法
？

fu
－－
h
－六
「
二
円
J

・｜－－
一人
（
昨
印
：
ト
九

作
十
e

e

門川
副
九
九市什同・八日
訓
出川｝

戸：・
部
↑
州
（
犬
．
百
九
年
）
の
問
勢
調
白
に
お
け
る
制

日
町
の
人

n
コ

符

一
万
一
七
キ
一
二
．白

ι十
五
人

C
前
例

〈
昭
和
三
十
五
年
）
の
凶
勢
調
官
給
制
バ
リ
ゆ
っ・

符

総

人

口
、．

一万

一
午一
二
百
削
ト
一一一
人

世
帯
数
と
一
世
帯
あ
た
り
人
員
、
問
、
六
日
h
f
～

位
術
一
位
帯
あ
た
り
人
員
、
凶
、
六
人

作
A
M
m

構
成
、十
五
4
ぃ不満．
一一
C
、
一
旬
、
十
一
h
－f

J
五
九
才
五
八
、五
%、
六
O
J以
上
十
一

、
内
%

就
業
者
の
数
、

一
万

一
千
三
山
じ
十
一一
人

就
業
者
の
産
業
構
成
、
郡

岬
次
雌
業

1
1
一
、

六

%
、
第
二
次
席
業
一
．
十
、
ペ
句
、
引
一－
－w
仏・昨

業．

一十
七
、
八

%

（

川

長

引

）

川
ト
・h
れ
な
い
こ
と
を
理
解
さ
れ
ま
し
て
、
正
確
な

山
叩
山
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
国
製
調
査
結
果
の
利
用

調
庄
の
結
果
は
ど
め
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
の
か
、

お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
択
の
と
お
り
で
す
。

川
衆
議
院
議
出
の
選
挙
．
区
お
よ
び
各
選
挙
区
別
議

伺
の
定
数
の
決
定
L

叩
地
万
公
共
間
体
の
議
員
の
選

準
ほ
お
よ
び
各
選
抜
一・
区
別
議
員
の
定
数
の
決
定
。

間
市
の
設
世
間
K
件
匂

ω地
万
交
付
税
の
算
定
器
倫
小

副
学
胎
児
童
数
の
算
出
。

問
国
民
所
得
、
県
民
所

得
の
計
川
wu

間
労
働
力
協
約
計
図
。

ω将
来
人

け
の
推
A
U

m
wr均
薄
命
の
算
定
コ

側
住
宅
建

設
社
両
，v
ω環
境
衛
生
整
備
計
画
。
間
交
通
対

篭
v

仰
都
市
計
画
。
凶
地
域
開
発
計
闘
。

間

新
産
都
市
の
建
設
計
帽
。

附
保
健
福
祉
計
画
－u

仰
芸
人
一
雨
祉
対
策
3

：：：
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

（
町
長
宅
）

J l.W~JO.lftG~事訴ム
ζ：：rnH目別湾問得清荒~

百努~Kl ！：：：あげる移1百即1紛糾へ（＇fj脅»：

命日目

九
月
十
五
日
現
在
で
住
民
登
録
の

一
斉
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す

。
な
ぜ
行
な
う
か

こ
の
実
態
調
告
は
、
住
民
登
録
法
に
基
寸
い
て

υ

な
わ
れ
る
・む
の
で
、
住
民
の
居
住
関
係
を
明
慨
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
行
政
事
務
の
、
適
任
で
、

m

M

仰
な
処
胞
と
、
町
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
利
悦
ぞ

引
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

。
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
る
か

選
挙
権
の
取
得
、
学
校
の
入
学
通
知
や
印
館
一川
州

予
防
接
種
な
ど
、
す
べ
て
の
役
場
事
務
は
、
登
録
が

な
い
と
除
か
れ
ま
す
し
、
ま
た
個
人
的
に
は
、

パ
イ

ケ
等
の
免
許
を
受
け
る
と
き
や
就
職
、
十
一地
の
登
足

福
祉
年
金
を
受
け
る
と
き
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な

と
き
に
使
わ
れ
ま
す
。

。
調
庄
の
方
法
お
よ
び
提
出
期

H

朝
日
町
内
に
住
所
（
生
活
の
本
拠
）
を
有
す
る
町

民
の
す
べ
て
（
佃
．
し
日
本
国
随
を
有
す
る
訴
〉
に
つ

い
て
、
世
借
を
僧
位
と
し
て
行
な
い
ま
す
が
1

凋
内

聞
紙
は
町
内
会
の
ん
か
ら
お

ρ
へ
配
仰
ぎ
れ
ま
す
。

川悦帯
主
の
じりは
、
ト
分
日
山
似
内
容
を
念
伐
の
う
え

慨
認
印
を
押
し
て
、
九
月
・

一「
日
ま
で
町
内
会
長
さ

ん
へ
必
ず
促
山
噂し
て
く
だ
さ
い
よ

（
総
務
課
）

九
月
二
十
日
に
人
権
法
律
相
積
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相
談
先
と
し
て
、

毎
月
一
凶
開
設
さ
れ
て
い
る
人
権
法
律
相
談
所
は
、

九
月
二
十
日
午
後

一
時
か
ら
泊
公
民
舘
で
開
か
れ
ま

す
3こ
の
相
談
は
、
秘
僚
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
他
に

も
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日
常
精
神
的
に

物
質
的
に
悩
ん
で
お
・
り
れ
る
刀
は
謹
厳
な
く
お
い
で

く
だ
さ
い
－u

〈
総
務
課
〉

一－
， 
" 



(4) 

辛

；料

ひ
M
ツ
官
am

凶
な倹保袖

吋
消
化
能
力
を
高
め
る
が

挺
辛
す
ぎ
る
と
肌
を
あ
ら
す

L
Z
コ
シ
ョ
ウ
、
ト
ゥ
，
カ
ラ

γ
、
カ

レ
l
粉
、
ベ
1
リ
l
フ
、
ナ
ッ
ツ
メ
ヅ
グ

パ
プ
リ
ヵ
、
バ
ニ
ラ
、
そ
の
ほ
か
果
物
の

エ
ッ
セ
ン
ス
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
呑
中
料

が
出
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
香
平
料
は
、
料
理
に
独
得

な
香
り
、
あ
る
い
は
手
昧
を
そ
え
る
だ
け

で
な
く
、
魚
、
肉
の
く
さ
み
を
消
し
ま

す
。
ま
た
乙
の
香
り
と
平
昧
は
、
気
分
を

さ
わ
や
か
に
し
、
食
欲
を
刺
峨
、
消
化
肢

の
分
泌
を
と
と
の
え
、
結
果
的
に
消
化
能

力
を
た
か
め
る
こ
と
か
ら
、
訟
は
高
尚
川
被

と
同
列
の
取
り
扱
い
を
さ
れ
ま
し
た
の

な
か
で
も
、
中
味
の
つ
よ
い
ト
ウ
ガ
ラ

シ
と
カ
レ
1
粉
に
は
、
そ
う
と
う
の
カ
ロ

リ
ー
と
カ
ロ
チ
ン
（
身
体
の
中
で
ビ
タ
ミ

ン
A
に
か
わ
る
も
の
）
も
ふ
く
ま
れ
て
お

り
、
私
た
ち
の
け
常
に
か
か
せ
な
い
寄
一
千

料
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
も
平
ぎ
に
な
れ
て
し
ま
っ

て
、
そ
れ

が
な
い
と
食
事
が
す
す
ま
な
い
と
い
う
こ

と
に
な

っ
て
は
附
り
ま
す
コ

と
く
に
病
人
老
人
、
子
ど
も
、

ww際
鮒

の
い
る
家
嵯
は
、
い
か
な
る

6
7料
も
刈

事
ひ
か
え
め
に
使
っ
て
い
た
ど
き
た
い
し

若
く
健
牒
な
人
で
も
、
干
す
ぎ
る
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
は
肝
蝋
か
っ
か
れ
、
肌
を
い
た
め

ま

す

。

（

民

生

課

）

｜｜何不114 0年 9月1on 
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香

さあ（机I~~~·紛糾）第121号

⑪・・・・・・：：：・・：：・・：：
・．．．．．．．．．． 
・・・・⑪

…

体

協

だ

よ

り

…

⑪・
．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．． 
・・・・
・・・・⑪

マ

町

営

プ

l
w

六
月
二
十
六
日
プ

1
W開
き
が
行
な
わ

れ
て
か
ら
、
多
数
の
町
民
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
特
に
夏
休
み
に
入
っ
て
か

ら
は
小
、
中
、
高
校
生
の
利
用
が
め
だ
っ

て
い
ま
す
。

学
校
児
童
生
徒
の
校
内
大
会
や
親
子
水

泳
大
会
、
水
泳
ク
ラ
プ
員
の
練
習
な
ど
連

日
水
し
ぶ
き
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
八
月

八
日
に
は
町
民
水
泳
ト
八
会
が
お
こ
な
わ
れ

二
百
名
近
く
の
カ
ッ
パ
連
の
鏡
泳
で
プ
l

wサ
イ
ド
を
湧
き
立
た
せ
ま
し
た
。
結
果

で
は
大
家
庄
地
区
の
優
勝
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
記
録
的
に
は
、
五
年
男
子
の
繕
水

六
年
開
チ
の
本
問
、
六
年
女
子
の
士
介
、

中
学
男
子
の
平
崎
、
清
水
君
等
に
好
タ
イ

ム
が
刷
、
将
．4A
を
業
し
く
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

V

町
民
パ
レ
l
ポ
1
N
大
会

国道八号線の現況
昭和三十八年より蔚lしている、朝日地内の国

道八号観中、トンネルて司王はほぼ完成し、目下照

明工事が行なわれており、トンネ／しに通ずる取付・

道路も、近く荷干される予定であるの

減山トンネノレは、延長 1.310mあり、新潟より
京都に通ずる国道八号線中、最も長いトンネノレで

あり、 E費も約 61.~円安しているの （建設課）

写真一横尾トンネル （延安160m.）より新笹川橋
を経て、城山トンネル入口を望む

！ 凶1叩~；：＇.：＂·~~倒《

八
月

一
目
、
大
家
圧
で
お
乙
な
わ
れ
男

子
七
チ
ー
ム
、
女
子
五
チ
1
ム
の
参
加
で

熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
男
女
共
大
家

庄
チ
l
ム
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
た
。

マ
少
年
野
球
大
会

八
月
十
九
日
小
丸
山
公
園
で
町
内
各
地

区
か
ら
十
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
境
、

南
保
ナ
1
ム
で
優
勝
が
あ
ら
そ
わ
れ
、
夕

刻
旋
チ
ー
ム
の
煩
上
に
栄
冠
が
郵
き
閉
離

し
た
。

マ

県
民
体
育
大
会

八
月
二
十

一
、
二
十
二
、－
EL
l

一二
日
に

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
県
体
に
は
、
多
数
の

青
年
間
女
が
参
加
、
中
学
の
部
で
は
総
合

六
位
の
好
成
績
号
あ
げ
た
ω

マ

九
月
行
事
予
定

九
川
二
十
三
日
、
日
東
紡
コ
ー
ト
に
て

町
民
低
成
大
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
年
令

別
、
級
別
等
の
試
合
を
計
画
し
て
い
ま
す

引
で
、
町
民
間
好
的
万
々
の
多
数
参
加
し

て
く
．
た
ざ
る
よ
・
フ
お
願
い
い
た
し
ま
す
c

（例
目
町
体
育
協
会
）

一積み荷はきめられた重量を－

無
理
な
積
荷
を
し
な
い
運
動

九

月

一

日

t
三

十

最
近
砂
利
、
木
拐
に
限
ら
ず
、
無
理
な
積
み
荷
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
の

転
落
事
故
等
が
目
立
っ
て
起
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
乙
の
無
理
な
積

み
荷
が
わ
ざ
わ
い
し
て
、
落
し
た
砂
利
に
ハ

γ
ド
U
F

を
と
ら
れ
で
の
オ

ー
ト
バ
イ
の
転
倒
事
故
、
積
ん
だ
木
相
や
、
石
が
ず
り
落
ち
て
、
通
行

人
に
当
た
り
、
け
が
を
さ
せ
る
な
ど
、
乙
乙
ろ
な
い
自
動
車
の
持
主
、

荷
主
、
運
転
者
に
よ
り
事
故
が
あ
い
つ
い
で
起
き
て
い
ま
す
。

今
度
こ
の
よ
う
な
事
放
を
な
く
す
る
た
め
、
県
民
あ
げ
て
「
無
理
な

積
み
荷
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
運
動
」
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
次
の
こ
と
が
ら
を
よ
く
守
っ
て
事
故
の
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し

ょ
《
J

。

マ
玉
石
、
砂
利
、
木
材
な
ど
は
、
き
め
ら
れ
た
重
量
よ
り
絶
対
積
ま
な

い
こ
と
。

マ
積
み
荷
は
、
は
ず
れ
た
り
、
ず
り
落
ち
た
り
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
結
ぶ
こ
と
。

マ
ロ
ー
プ
、
縄
な
ど
は
、
そ
の
都
度
よ
く
調
べ
て
、
危
い
も
の
を
使
用

し
な
い
こ
と
。

マ
サ
イ
ド
ラ
ッ
グ
は
、
陸
運
局
の
一成
認
を
受
け
な
い
も
の
は
違
反
で
あ

り
、
乙
れ
を
取
り
は
ず
す
こ
と
。

マ
積
み
荷
の
違
反
は
、

運
転
者
の
み
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
れ
ば
自
動
車

の
持
主
、
荷
主
等
の
責
任
も
迫
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
価
…
躍
な
積
み
荷

を
し
な
い
よ
う
に
し
、
お
庇
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
入
善
警
察
署
）

日

狩
猟
免
許
受
講
者
募
集

問
和
四
十
年
度
狩
猟
者
講
習
会
が
九
月

二
＋
八
日
（
火
）
魚
津
市
下
新
川
事
務
所

に
て
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
析

は
朝
日
町
役
場
産
業
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

ー
い
』

一
、
申
込
期
日
九
月
一日
ト
日
ま
で

一
、

手

数

料

五

ハ

δ
内

て
講
習
に
必
要
な
参
考
資
料
二
0
0
円

一
、
写
真
〈
最
近
六
カ
月
以
内
に
撮
影
し

正
耐
、
上
半
身
、
無
脳
、
ラ
イ
カ
版

）

（

産

業

課

）



文
部
省
委
嘱

南

保

婦

人

学

級

開
設
以
来
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
す
で

に
七
削
を
重
ね
、
八
月
二
十
日
の
学
習
を

も
っ
て
、
第

一
学
期
の
主
婦
労
働
と
家
庭

縦
横
の
部
を
終
了
し
た
が
、
学
級
生
も
1

聞
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
真
剣
さ
を
増
し
、

出
席
学
級
生
数
も
九
十
名
を
数
え
て
い
る

が
、
い
ま
ま
で
学
習
し
た
第

一
学
期
の
学

習
内
容
大
安
は
次
の
と
お
り
で
す
。

部

一
川
．市川山地．弘
主
婦
弥
働
と
経
怖
の
実
態
調

作
能
計
良
に
よ
る
学
判
。

第
二
回
最
近
の
出
鞍
（
U
鞍
）
の
特
徴
、
な
ぜ

出
穣
が
多
く
な
っ
た
の
か
。

筋
三
凹
家
経
経
済
の
Hm
m
ドと
続
前
川
副

部
四
回

写

真

上

手

な

物

の

買
い
万
と
家
計
簿
の
つ
け

〔左
上
い
電
気
学
習
に
は
げ
む
桜
町
婦

万
Y
2
H
1
パ川
φ

人
会
員

2
＝

ー
軒
保
地
医
今
後
の
mM村
計
一州

門左
〕
南
保
婦
人
学
級
風
景

州史
家
の
勤
人
と
農
業
経
A
MU

が
向
・刊
で
き

る
か
。
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
刀
法

と
具
体
策

V

J

F＼
tH
1
 

i
s
 これ
か
ら
の
股
業

？
」
れ
か
ら
の
農
氏

生
活
ν

考
え
る
袋
業

第
七
削
家
庭
の
機
能
と
教
育
的
な
役
割

概
要
は
以
上
で
す
が
、
特
に
今
後
の
農

一
業
問
題
と
し
て
、
重
要
な
こ
と
と
し
て
、

取
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は、

一
、
食
倒
閣
の
自
給
皮
が
低
下
し
、
鈴
鹿
物

の
輸
入
が
増
大
し
て
い
る
。

二
、
食
樹
の
輸
入
が
飛
脇
的
に
地
大
し
て

い
る
。

一＼
、
労
働
力
の
流
出
に
よ
り
、

電
気
に
強
く
な
ろ
う
と
は
り
き
る

五

箇

庄

婦

人

桜

町

支

部

昭和 40~ 9月lOU 
月刊（毎月10日発行）

「回
気
っ
て
こ
わ
い
も
の
」

「
女
は
電
気
に
弱
い
も
の
」

と
一
掛
か
ら
き
め
て
し
ま
い
、
少
し
で
も
依

1
1「
）

障
す
る
と
調
べ
て
み
よ
う
と
も

一
ー
一
一
し
な
い
で
、
「
さ
て
闘

っ
た
、
ど

一

e二
う
し
よ
う
。
と
う
ち
苧
ん
、
ち

一
よ

一
ょ

っ
と
み
て
：
：・

」
ζ

れ
で
は

一
d

』
一
い
ろ
い
ろ
の
便
利
な
電
試
製
品

一
一－
u
一
が
作
家
庇
に
数
多
く
人
っ
て、

一会

7
3
2切
り
離
せ
な
く
な

っ
て

一
人
一

い
る
電
化
時
代
の
今
円、

め
ま

一
富
市
一

り
に
情
け
な
い
と
い
F

つ
の
で、

一
1
・
一
桜
町
支
部
で
は
、

一
昨
作

一
年

‘

問
、
六
問
コ
ー
ス
で
電
気
講
胆

を
開
設
し
て
、
研
修
し
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
、
更
に
も
っ
と
深
く
っ

つ
乙
ん

で
学
び
た
い
と
の
会
員
の
要
望
に
よ
り
、

再
び
希
望
者
約
五
十
名
が
参
加
し
て
、
学

習
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
じ

本
作
慌
の
字
習
安
項

日

協
気
の
原
利
と
正
し
い
低
気
知
川崎

ひさあ（思？街脱会£）第121号(5) 

~』
ココE

回

電
気
製
品
の
崎
造
と
そ
の
仁
ず
な
使

い
方

図

電
気
製
品
の
故
障
と
簡
単
広
修
毘
の

ト
し・
1
J

，4』
寸
J
ノ

講
師
は
北
電
よ
り
出
張
し
て
い
た
だ
き

親
切
に
お
か
り
や
す
く
指
導
し
て
く
，
た
さ

る
の
で
、
会
員
は
再
こ
ん
で
受
講
し
、
熱

心
に
写
問
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

恐
ろ
し
い
と
か
、
む
つ
か
し
い
と
か
と

倣
幽
し
て
し
ま
わ
な
い
で
、
ロ
剣
じ
と
り

く
み
、
学
判
し
よ
う
と
す
る
主
制
た
め
の

慣
は
、
制
も
L
い
限
η
で
、

I
U
は
寵
討

に
剥
い
L

の
町
名
を
返
上
す
る
円
も
、
そ

う
述
く
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
期
待
さ
れ
て

い
ま
占
3
0

農産物が

自動車運転免許猷験実施予定表

考

積

二 種火普通I－－ 積
大型特殊 -:. I Jll11ifに申請書を受理し、試験の日時、場所

Jj( ーー，ー・・ー ・・ーー・・ ｜叫必要な撃的制じめ通知して実

け ん引
一 極
二 橋 施する。

オ〈 一 輸
改正［~Ifの門！助；輪と哲三輪、および原付第二積免泊：
が改正によりー：輪免許に統一された。

i擬 長！ 税問 i符 三
..・ A • • • •• • ー．，．・， ．ι ・・・・.......－ーーーー・，.，晶合『，．，，ー..・ーーーー・・・・ ..‘ーー・ー・・'' ・......

金 改正nilの似小J"~:,p；二府｛免許取得者が、 二怖の全部につ
二輪議会j いての運転しようとしてろける場合の世冷、およひ

構造の滞在である。

原 付 改正自iJの！威川第一積の乙とである。
． ． 4‘ ・・・ 4ド．，．，．． ，，，．．，守合・.......・ 句．曹・ ＇＇圃圃司，.... ・＂，ー・ ・-..ー，e ＂＇・ 4酔，，..・・・・・ーー・””・－．，，

オょ
小型特殊 従前0）耕転機および大ft'！特殊曜に‘該当しない特殊II{
・－－－円・－－－－－－－・・... ー，......... ・・・--・-・--.. --. ・・・..................................・-

普通審査
ILi小型凶輪および自動三輪取得者に対する技能審査
である。

1. 試一中般験新誌場庄か験はの富受付山は午前8時30分から午前9時30分まで2. 、 市新圧、自動司王運転免許試験場（バス停留所富山市
ら約100m) （入善嘗察署）

コ
ス
・ト
商
と
な
る
。

四
、
選
択
的
拡
大
農
業
が
か
け
声
だ
け
。

五
、
農
民
の
展
業
忌
避
、
等
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
対
策
と
、

今
後
に
犠
さ
れ
た
研
究

部
題
と
し
て
、

一
、
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
の
農
業
の

企
業
的
近
代
化

二
、
最
低
必
要
な
労
働
力
の
確
保

三
、
計
画
的
営
農
に
よ
る

「
毛
ウ
カ
ル
農

業
」
の
実
現
。

問
、
附
人
の
労
働
過
重
を
解
消。

以
上
の
こ
と
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、

問
題
は
い
す
れ
も
非
常
に
大
き
く
、
農
村

一
般
樹
人
の
問
題
と
し
て
は
、
荷
が
重
す

ぎ
る
磁
が
あ
り
、
学
習
を
と
お
し
て
、
近

代
股
業
経
位
の
基
本
的
な
問
題
を
学
び
と

り
、
飛
躍
す
る
近
代
農
業
建
設
の
た
め
、

力
を
合
わ
せ
、
努
力
し
て
ゆ
く
態
度
を
益

な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
学

習
の
大
切
な
こ
と
が
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
学
期
は
十
月
二
十
五
日
か
ら
、
私

た
ち
の
一
番
関
心
の
高
い
、
主
婦
労
働
と

子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
学
級
生
一
同
は
‘
今
か

ら
、
乙
の
学
習
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、

股
家
の
主
鮒
は
農
業
経
留
の
主
で
あ
る
こ

と
の
自
覚
を
新
た
に
し
、
希
望
に
み
ち
て

秋
の
収
艇
に
が
ん
ば
り
合
コ
乙
と
を
嘗
っ

た。

の
J
』

n
x
U守
t

・



(6) 

農事教室

昭和 40年 9月 10日
月刊（毎月10日発行〉

水
田
の
除
草
は
、
稲
の
刈
取
り
跡
回
に
行
な
う
の

が
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

六
月
頃
の
背
回
で
苦
労
す
る
の
は
門
店
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

乙
の
点
に
つ
い
て
、
本
年
こ
そ
試
み
て
く
．
た
さ
い
c

そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
鹿
を
述
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

数
年
前
か
ら
ミ
ヅ
カ
ヤ
サ
リ

〈
マ
N
4
グ
〉
や
川
、

ツ
バ
イ

（
ウ
シ
ノ
ケ
）
な
ど
、
多
年
作
総
引
の
防
除

・

に
つ
い
て
、
符
地
で
品
験
が
一
U
な
ね
れ
効
叫
が
あ
り

一

ま
す
。

一

稲
刈
門
め
忙
し
い
時
期
で
大
廷
で
し
ょ
う
が
、
で

一

き
る
だ
け
尽
く
防
除
し
た

H
が
剣
民
が
刈
い
の
で
す

一

マ
ル
ス
ゲ
を
対
象
に
は
、
起
く
と
も
九
月
二
十
円
ま

．

で
に
撒
“
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
す
。
股

業
に
つ
い
て
は
伐
の
も
の
が
過
万
か
と
忠
わ
れ
ま
す

塩
索
前
出
剤
（
劇
物
）
と
二
川
D
削
の
品
合
剤
が

効
果
が
高
い
ω

商
品
名
ク
ロ
レ
1
十
ヅ
，夕、
H

サ
ト

i
w、
ゾ
グ
レ

ー
ト
な
ど
の
名
称
で
市
販
さ
れ
て
い
る
t

水
溶
剤
が
望
ま
し
い
0

・民
当
り
五
・仰
が
適
量
で
あ

る
。
二
四
D
ソ
ー
ダ
出
に
つ
い
て
は
・
一O「
）
G
d
を
加

え
て
、

水
八

0
・
江
似
で
プ
ン
ム
持
に
開
制
か
、
ま
た

は
水
二

C
OJ札
に
て
仰
鋸
で
版
い
て
く
だ
さ
い
ρ

な
お
効
果
を
あ
げ
る
た
め
民
心
制
を
川
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
寸
。

THC
山

u

仰
で
も
－
H
い
と
忠

わ
れ
ま
す
ο

vm向
上
の
一
川
必

1
．本
一応
ム
ラ
な
く
ま
く
こ
と
。

2
撒
引
は
附
．大
、
日
中
に
行
な
う
こ
と
ι

3
稲
刈
り
後
で
き
る
だ
け
早
く
抑
引
ぬ
こ
と
。

4
．
他
の
作
物
に
宿
の
な
い
よ
う
。

3
使
用
後
フ
ン
ム
器
は
必
ず
出
F

つ
こ
と
山

マ
経
費
ク
ロ
レ
ー
ト
レ
l
タ

二
四
D
ソ
ー
ダ
塙

ひさあ（~~］話：~~.~i'JD 第1 21号
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七
0
0円
内
外

一九
六

O
円
内
外

腿
箭
剤

反
当
り
千
百
円
位
で
す
。

今
年
乙
そ
一
度
試
み
て
く
だ
さ
い
o

v種
子
の
採
種

種
子
の
更
新
は
、
二
年
に

一
度
は
必
ず
行
な
い
た

い
も
の
で
す
が
、
自
家
採
種
さ
れ
る
万
も
あ
り
ま
す

の
で
、
次
の
点
に
留
意
し
て
く
た
さ
い
。

上
異
品
種
の
混
合
、
倒
伏
、
い
も
ち
発
生
出
な
ど

か
ら
採
蹟
一
し
な
い
ζ

と
。

2
刈
取
適
期
よ
り
三
日
位
早
刈
り
す
る
。

ー
一
枚
の
旧
で
も
肥
効
き
が
？
な
け
で
持
色
の
川
氏

iv
所
ι刈
り
取
り
は
附
．L人
に
行
な
い
、
小
ボ
と
し
て
雌

乾
し
、

雨
に
あ
わ
な
い
よ
・
ヲ
雌
．
1
l
し
慌
臨
す
る

3
脱
穀
は
川
転
数
を
信
分
．．． 
山
川
一
転
以
下
で
い川
な

う
乙
と
。

ι純
閣
は
水
分
一
同
u
h

町
民
と

L
、
定
制
定
ー
仰
の

五
円
内
外

x
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川
で
貯
蔵
す
る
0

1
貯
械
は
以
、
依
な
ど
と
し
、
ピ
ニ

1
N袋
な
ど

の
密
閉
し
た
も
の
は
良
く
な
い
。

以
上
を
特
に
注
意
さ
れ
れ
ば
、
自
家
採
種
で
も
結

締
良
苗
が
で
き
ま
す
か
ら
、
採
種
に

一
段
工
夫
し
て

く
だ
さ
い
。

自
家
用
の
イ
チ
ゴ
首
や
玉
葱
蓄
を
準
惜
し
ま
し
ょ
う

ゾ
ギ
起
は

一
坪
当
り
百
本
位
必
要
で
す
。
苗
の
良
否

は
収
量
点
ぜ
た
十
円
し
ま
す
。

出
山
と
は
、
長
さ
一一一

O
m、
木
さ
一
一
一
ミ
リ
、
弔
さ
コ一

、・
ハ
タ
仰
を
標
準
に
し
て
く
だ
さ
い
。

植
付
け
は
卜
一
月

1．
句
で
す
。

マ
品
川
の
定
閥

九
川
．
ト
川
が
ι周
期
で
す
。
坪
三
十
株
が
除
、
唯
で
す
。

な
お
、
ィ
川
制
は
、山
内
及
品
ゃ
、
常
農
指
導
員
に
ご
相

ぷ
く
だ
さ
い
、

〔
明
日
刷
版
業
改
良
普
及
川
）

ナ
ゲ

n
u
附
川
小
は
す
ば
ら
し
い
。

こ
こ
ま
で
点
れ
ば
黒
部
の
漢
谷
と
い
う
感
が
一

そ
・
勺
深
ま
る
蛍
壮
さ
が
あ
る
。

近
米

m…
な
ぎ
か・
り
の
釣
人
が
連
日
訪
れ
る
そ
う

守
、
固い
れ
に
舵
打
ち
か
け
て
級
一心
に
探
測
に
糸
を

た
れ
る
境
地
は
う
・
り
や
ま
し
い
。
乙
の
コ
ー
ス
は

忙
け
は
穏
山
首
忍
行

か
、
ぜ
ん
ま
い

唱
と
り
し
か
通
ら

な
か

寸
た
ろ
う

が
、
発
這
と
体

道
開
設
に
よ
り

将
来
は
す
ば
ら

し
い
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
1
1
に
な

る
こ
と
が
予

似
さ
れ
る
が
、

仮
態
の
絶
好
則

に
、
制
光
協
会

で
ハ
イ
キ
ン
グ

を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

げ
て
の
郎
は
多
数
の
怠
加
fv一
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
観
花
係
）

、、

、
－、

n
，z
x
u
n
x
u
 

朝
日
町
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

観
先
係
で
は
、
き
た
る
十

一
月
一

日
よ
り
四
日
間

朝
日
町
観
先
写
真
コ
ン
ク
1
W
を
開
催
い
た
し
ま
す

係
で
は
、
町
の
観
光
的
な
優
秀
作
品
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
後
報
し
ま
す
。

（
観
光
係
）

心
配
相
談
所
の
お
知
ら
せ

家
峰
裁
判
所
が
憎
ま
れ
て
か
ら
今
年
で
ト
七
年
留

を
迎
え
ま
し
た
。

家－
M
裁
判
所
は
皆
さ
ん
の
家
庭
の
後
見
的
役
割
を

県
た
す
よ
う
義
部
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
度
、
家
嵯
裁
判
所
と
指
さ
ん
の
結
び
付
き
を
更

に
強
く
す
る
た
め
、
九
月
よ
り
胡
日
町
の
心
配
ご
と

相
談
所
に
お
い
て
、
第

戸
、
第
三
月
曜
日
に
出
強
し

家
嵯
内
の
一
切
の
問
題
（
家
事
相
談
）

に
つ
い
て
ご

相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
む
問
題
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
と
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い。

取
敏
い
は
す
べ
て
問
料
で
あ
り
、
問
題
の
内
容
に

つ
い
て
は、

絶
対
外
部
艇
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

以
併
に
ご
利
川
く
．た
さ
い
c

（後
間
必
川
）

朝

日

町

役

場

刷

越

印

刷

六

円

六

円

編
集
兼
発
行

印

刷

所

送

制
定

価


